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2022年 11月 29日から 12月 23日までの 25日間の日程で第四回市会定例会が開催されまし

た。 

本定例会では、通常議案に加えて、物価高・原料高対策補正ならびに中期 4か年計画(2022-2025)

を審議する基本計画特別委員会が開催され、中学校給食の実現に向けた具体実施方式をはじめ、市民生

活に関わる重要施策について議論を交わし、ふもと理恵は、最終日に賛成討論に立ち締めくくりました。 
※討論の様子は、横浜市HPの横浜市会インターネット中継録画配信よりご覧いただけます。 

 

 

子どもの貧困対策推進事業、出産・子育て応援事業 

子ども食堂や学習支援を行う運営団体へ 15,000円～50,000円の補助を行い、妊娠届け

出時と出産届け出時を通じて計１０万円の経済的支援や妊娠時から出産・子育てまで一貫した伴奏型相

談支援を行う。 

※詳しい内容をお知りになりたい場合はふもと理恵事務所までお問い合わせください。 

 

 

小児医療費中学 3 年生まで完全無償化 

立憲民主党が、毎年予算要望し段階的に拡大してきた事業内容が、2023年度中に所得制

限なしでスタートします。早期の事業スタートにむけて取り組む必要があります。神奈川県も助成

を拡大することが決まりました。県の助成増額分を見込みながらさらなる助成拡大についても検討

を始めていきます。 

 

 

＜討論より抜粋＞ 

国のこども家庭庁のスタートを注視しながら、全国一律の子育て環境整備について要望を強めて

いただきたいです。また、貧困家庭やひとり親家庭など困難な状況にあるご家庭へのきめ細やかな

支援を区役所等を通じて充実を図っていただきたく事をあわせて要望いたします。 

子育て支援の最前線である幼稚園保育所での、幼児へのいじめ虐待、通園バスや公園への置き去

り等の事件が報道されています。そこで働く方々のストレス・緊張 

高まりを感じます。命を預かるので精神的、肉体的に大変な仕事であ 

ることからより一層ストレスを感じています。家庭とともに園施設や 

働く人々への支援も重要と考えます。人材確保とともに、保育士の相 

談窓口設置の周知徹底・拡大など支援の充実が必要と考えます。 
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横浜市会議員          プロフィール 

（泉区） 

31年間の小学校教職員を経て、横浜市議に。 
２０１０年初当選（現在４期目） 
 
【2022年度】 
常任委員会：こども青少年・教育委員会 委員長 
特別委員会：基地対策特別委員会 
会   派：副 団 長 
そ の 他：横浜市都市計画審議会委員  

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です!! 

 

令和 8年度から全員が食べられる中学校給食がスタートします。全員が食べられる中学校給食の実現

は横浜市の長年の課題でした。教育常任委員会でも各種実施方法(自校調理方式、親子方式、センター方

式、ミックス方式、デリバリー方式等)について議論を行い、デリバリー方式で全員に供給できる体制を確

保することを決定しました。今回実現に向けて大きな一歩を踏み出せたことは、会派としての成果である

と受け止めています。 

勉強会・視察・実食を重ねて！ 

この間、会派では実施方式の検討や、他都市・市内中学校の視察を行い全員で食べる給食について課

題の整理を行いました。また、実食を行い栄養・色どり・温かさ等について確認をいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

【横浜市】デリバリー方式   【他都市】自校調理方式   学校敷地内に給食室設置  緑園学園中学校給食 

※牛乳が付きます                ができるか検証  

モデル校を選定し検証へ！ 

令和 8年度に向けてスタートするにはたくさんの課題があります。立憲民主党会派が提案したモデル

校選定が行われることになりました。丁寧に検証を行い生徒が安心して食べられる給食の実現に向けて

全力で取り組みます。 

食育の推進を！ 

小中学校ブロックを基本とした食育推進ネットワークを作って食育を進めていますが、まだまだ

栄養教諭の人数が足りず、全中学校でネットワークを作ることができていません。給食が全員喫食

となるこの契機をチャンスと捉え、食育推進ネットワークを拡充し、小学校で蓄積されたノウハウ

を発展させながら、中学校での食育を一層進めるよう取り組みます。 
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